関東支部「春の隅田川総会」報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,014年4月5日　高原光立（43機械）記
2014年４月５日（土）天気晴朗　波おだやかにして桜満開の隅田川に瑞若会関東支部丸は漕ぎ出すことができた。品川港南の船留まりからである。
関東支部会員35名そして後藤　淳総長はじめ我らが母校愛工大より10名の関係者が乗船、思えば昨年４月６日は強風雨にして波高しで中止になったことは主催者達にひとつの強迫観念を与えていた、ひとまず「開催できてよかった」が皆の声である。
17時10分出席者全員の総合写真、昨年から狙っていたベストポジションで撮影　
17時30分「船清」女将の「いってらっしゃい」挨拶を受けて出航した。

科別のグループ指定席に着くとともに河合雅利（45電気）の司会で総会開始。
レインボーブリッジを見上げ勝鬨橋をくぐりながら水野政光（45電気）支部長挨拶があり、人触れ合うご縁を大切にし、この会が益々発展する事を強調した。

来賓として後藤　淳総長の挨拶が暖かくなされた（東京まで遠路ありがたいことでした）

築地市場を通過し東京タワーそして工藤昭義（37電気）水野政光、山崎美好（45電気）が勤務した東芝本社ビルを左に眺めながら進んだ。
道家秀男瑞若会会長の挨拶があっていよいよ会は進み「なごみ」の雰囲気になってきた。

また今回の重要テーマである関東支部後継者について提案がなされた。

小山泰一（50電子）保浦光宏（50化学）石川定雄（57電子）3氏の名が上がり異議なく推挙された（よろしくお願いします）。
乾杯発声を高原光立（43機械）がおこないこれを受けて一段の交流が進んだ。岩田和彦（41経営）、稲垣慎二瑞若会顧問、岩月栄治事務局長のスピーチの後は随時会員の近況報告がおこなわれた。関東において東京において実に久しぶりの出会いにもなりそれぞれ快活な交流がなされていった。隅田公園の満開の夜桜を満喫しつつ噂のスカイツリーの電飾を楽しみそれぞれの写真撮影などおこないながら進行した。
母校愛工大の今年の受験者そして合格者がそれぞれ増加したこと、付属高校の水準が随分上がっていることそして愛工大増設新設工事も開始されて充実の春を迎えていることも報告された。「瑞若会」事務を預かりいつも心配りをしていただいている山田千代美さんの登場も花を添える絶好の機会になったことはなによりであった。
船は隅田川の上流においてしばらく停船して水面に桜そして夜景を映して歓談春の宵を楽しんだ。

３時間の予定を順調にすごしながら関東支部の団結が少しでも強くなることを願い会は終着へと向かった。品川にて解散21：00であった。
名古屋からお越し願った皆様ありがとうございました。

関東支部会員諸氏これからの同窓会活動のよき理解者としてその一端を担っていただけることを願いつつお開きになった。

「春の隅田川総会」めでたしめでたしという報告になりました。　　　　－終－

